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令 和 ４ 年 度 海 田 町 総 合 教 育 会 議  

議 事 録（要 旨） 

 

１．招集年月日 令和５年１月１９日（木） 

２．招集の場所 海田町立図書館 ２階学習支援室 

３．開会（開議）令和５年１月１９日（木）１１時００分宣告 

４．出席者 

  町長 西田 祐三  教育長 佐々木 智彦 

委員 林 孝  委員 佐々木 正子  委員 米丸 禎宏 

委員 大野 恵美子 

５．事務局の職氏名 

副町長 今岡 寛之  企画部長 鶴岡 靖三 

  教育次長 森山 真文  企画課長 藤原 靖 

  生涯学習課長 中下 義博  教育指導監 小村 孝広 

 学校教育課主幹 立田 春美 学校教育課主幹 高木 和希 

企画課係長 森 あゆみ  企画課主任 古谷 旭 

６．本日の議事日程 

  議題 海田東地区拠点施設整備基本構想について 

７．議事の内容 

  １１：００開始 
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〇町長（西田）皆さんおはようございます。新年に入って色々忙しい中，お

時間を割いていただきまして誠にありがとうございます。 

総合教育会議は，地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１条の４項

の規定に基づいて開かれるものです。この規定に基づいて必ず実施していく

というところで，怠らないようにしっかり頑張ってやっております。 

この会議の目的は，町長と教育委員会がその相互連携を図り，教育大綱を

策定し，海田町の教育の課題や目指すべきところの姿をしっかりと確認しな

がら，連携して効率よく教育行政を進めていくことを目的に開催しています

ので，よろしくお願いしたいと思います。 

令和２年度に改定しました教育大綱については，再々説明していますが，

振り返りながらできるだけ流れが分かるように，進めていただきたいと思い

ます。海田町としても，教育大綱をしっかりと充実した中で教育現場が動い

ているということの記録をとっていきたいと思いますのでよろしくお願いい

たします。 

ではバトンタッチして，海田町生涯学習についての施策の展開というとこ

ろの説明をお願いします。どうぞ。 

〇教育次長（森山）まず，生涯学習についてのお話の前に，昨年度総合教育

会議で，ICT を活用した教育の取組ということを御説明させていただきまし

た。その中で，電子黒板の導入ということを昨年度の柱としてご説明させて

いただいていると思います。このたび，１月に先生方から ICT を活用した授

業づくりのアンケート結果がまとまっておりますので，昨年度の中身の振り

返りという形で，先に ICT の取組についてお話させていただきたいと思いま
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す。ここからは，主幹の高木にバトンタッチしたいと思います。 

〇学校教育課主幹（高木）失礼します。学校教育課主幹高木でございます。

ICT を活用した教育の取組について，令和４年度海田町 ICT 活用状況調査結

果を踏まえて説明をさせていただきます。小学校７３名，中学校３９名の先

生方を対象に１２月に調査を行っております。電子黒板につきましては，

「電子黒板を１週間にどのくらい使用していますか」の項目については，毎

日使用しているが小学校６３％，中学校が４４％でございます。３日から４

日間は小学校１９％，中学校２６％であり積極的に活用している状況であり

ます。電子黒板の活用効果にいたしましては，「小学校は図や資料を提示す

ることで児童の集中力が高まる。」「タブレット上での児童の考えを映し出し，

友達の意見を参考にしながら考えを深めることができる。」「児童が線を引い

たり，言葉を書き加えたりしながら説明することで児童の伝える力が高まり，

低学年では連絡事項の伝達や準備物を提示することでスムーズに活動ができ

る。」「問題の冊子の印刷を毎回しなくてもよいので業務量が減った。」とい

う意見がございました。中学校では，「調べたことをスライドにまとめプレ

ゼンすることで，自分の考えが明確になり深まる。」「教科書やプリントを見

ながらの説明よりも電子黒板を使用した方が，注目度が高くなった。」「電子

黒板に映像や図表などの資料を提示することで，学習や活動内容が分かりや

すく，提示できるようになった。」「クラスで考えを共有する際に，電子黒板

に映し出し，説明をさせることで意欲的に発表する生徒が増えた。」という

意見がございました。次に ICT の活用における成果といたしましては，「児

童生徒の興味関心を高めたり，学習課題を的確に把握させたり，学習の振り
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返りをしたりするために，ICT 機器を活用して教材など効果的に提示する」

の項目については，できたの回答が，小学校では８４％，中学校では８２％

であり，教師の ICT 機器の活用技術が向上しております。研修で実践力を身

に付けたり日頃，先生方がお互いの実践を共有している成果であると考えて

おります。続きまして，課題といたしましては２点ございます。学習用ソフ

トウェア等を活用して児童生徒一人ひとりの習熟度に応じた課題などに取り

組ませ，児童生徒がプレゼンソフト等を活用して調べたことや自分の考えを

説明したり，文章や図などに分かりやすくまとめたりすることができるよう

に指導することについては，小中学校の半数以上の先生方が児童生徒に ICT

活用の技能を身に付けさせることができていない状況でございます。学習指

導要領解説には，学習の基盤となる資質能力として，情報活用能力の育成が

示されております。情報活用能力とは，学習活動において必要に応じてコン

ピューター等の情報手段を適切に用いて情報を得たり，情報を整理企画した

り，得られた情報を分かりやすく発信・伝達したり，必要に応じて保存共有

したりといったことができる力と示されております。各教科等の学びを支え

る基盤であり，確実に育んでいくことが重要であります。今後この点につい

て各教科等の特質に応じ児童生徒が効果的に ICT 機器を活用できる力を身に

付けさせることができる授業づくりを進めてまいりたいと考えております。

以上です。 

〇町長（西田）ありがとうございます。 

〇教育次長（森山）先ほどの発表は，昨年度説明させていただきました内容

の１年間のまとめとなっております。今後の課題については整理をして引き
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続き学校の方で ICT を活用した教育についての取組を進めてまいりたいと思

います。次に今年度の議題へ入らせていただきたいと思います。先ほど町長

の話にもありましたように，町では海田東地区拠点施設等の構想を検討して

いるところでございます。その中で，地区の拠点となる施設としまして，大

きく海田東公民館，それから海田東小学校という立地がございます。本日は，

令和２年に改定いたしました，海田町教育大綱の中で海田町教育大綱の第３，

大綱の構成のところで学校教育につきましては充実した教育環境の整備，そ

れから生涯学習につきましては，生涯学習の環境整備という項目がございま

す。これを施策の展開といたしまして，４の中に学校教育につきましては，

⑤になりますが，充実した教育環境の整備がございまして，そのポチ３つ目

にございます「学校教育施設の長寿命化計画に基づく学校施設の計画的な整

備の推進」という項目がございます。御存じのとおり海田東小学校がかなり

老朽化している状況がございます。それと併せて先ほどの町長の説明にもご

ざいましたように，児童生徒数の増という課題も今後見えてくると言うとこ

ろで，その部分も今後解決していく糸口を探していかないといけない。それ

から，（２）にあります生涯学習の推進の部分でいきますと，学び続けると

いう意味で３項目，子どもの居場所づくり，公民館活動の充実，読書等も含

めた文化活動の環境整備等がございます。生涯学習の環境整備の中にポツ３

つ目でございますが，老朽化した各施設の整備方針等を定めていくというと

ころがございまして，その中に東地区にあります，海田東公民館であるとか，

ふるさと館等，南地区にもなりますけど図書館等も教育施設が含まれており

ます。課題を解決していく一つの手がかりとして，この度の地区拠点の基本
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構想というものが進められておりますので，ここからは企画部に説明を移さ

せていただきたいと思っております。 

〇町長（西田）企画部で，海田東地区拠点施設整備基本構想の検討状況とい

うところの説明をお願いします。 

〇企画課長（藤原）企画課長の藤原です。どうぞよろしくお願いいたします。

それでは，資料「海田東地区拠点施設整備基本構想について」に沿って説明

させていただきます。資料をお願いします。今後，町が進める地区拠点施設

整備等の検討状況を説明させていただきまして，委員の皆様の御意見をいた

だき，今後の検討に生かしていきたいと存じますので，どうぞよろしくお願

いいたします。１ページを御覧ください。１の「要旨」でございますが，町

東部地域の地区の拠点となる施設について，海田町立地適正計画に定める地

区拠点都市機能誘導区域内に整備することを検討しており，その方向性を示

す「基本構想」を策定するにあたり，拠点施設の機能の方向性について報告

し，委員の皆様から御意見をいただければというものでございます。次に２

の「基本構想の背景等」の（１）海田東地区拠点施設整備基本構想でござい

ます。図の上から２段目 令和３年度に，海田町都市計画マスタープランの

改訂と海田町立地適正化計画の策定を行っております。その下の令和４年度

と５年度の欄の外側に，緑色の点線の囲みが２つございますが，立地適正計

画において，左側の海田市駅を中心とする「中心拠点」，右側の海田東地域

の「地区拠点」を設定しているところでございます。地区拠点施設につきま

しては，令和４年度の「地区拠点施設整備基本構想」において大まかな方向

性を定めた後，令和５年度の「基本計画」の策定の中で，施設の機能等の詳
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細について検討してまいりたいと考えております。２ページを御覧ください。

（２）地区拠点施設整備に関する上位計画での主な関連項目でございます。

これらの上位計画の方針などに基づき，地区拠点施設の方向性を定めていく

必要があると考えております。３ページを御覧ください。下段の３の「町民

アンケート等の結果」でございます。昨年７月にアンケートさせていただき

ましたところ，新しい拠点施設で重要と考えられる役割といたしましては，

「防災力の向上や避難所機能」が突出して高く，続いて，「バス・自動車・

自転車などの交通利便性の向上」が高くなっております。また，年代別の回

答の特徴といたしましては，１０～２０代は「読書や勉強のできるスペース

の提供」３０～４０代は「地域子育て支援の充実化」「健康増進，スポーツ

の推進」５０～７０代で「誰もが学ぶことができる生涯学習活動の拠点機能」

６０～７０代で「地域交流，住民活動の拠点機能」と，それぞれの年代にお

きまして，重要視する機能があることが分かります。４ページには，町民ア

ンケート以外に実施いたしました，来館者アンケート，中高生アンケート，

中高生ワークショップの結果の概要をまとめておりますが，町民アンケート

と同様に，年代や利用されている施設の違いによって重要視する機能が異な

っていることが分かります。５ページをご覧ください。４の地区拠点施設の

機能イメージでございます。町民アンケートの結果などを検討したものでご

ざいます。地区拠点施設のイメージとしましては，「子育て支援」「青少年育

成・生涯学習」「スポーツ推進」「健康増進」といったそれぞれの年代におい

て重要視する複数の機能を備えることで，幅広い世代が集まり，「地域コミ

ュニティ」の活性化につながるものと考えております。また，「防災」「環境
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共生」「交通拠点」についても，施設のベースとなるものと考えております。

６ページを御覧ください。５ 地区拠点施設の機能の方向性でございます。

現時点において検討中の，地区拠点施設の機能の大まかな方向性として，

「地域コミュニティ」，「生涯学習・青少年育成」，「子育て支援」，「健康増

進・スポーツ推進」，「防災」と，それぞれの機能ごとの方向性を整理してお

ります。この方向性について，委員の皆様から，御意見を頂戴できたらと存

じますのでよろしくお願いいたします。まず，「地域コミュニティ」といた

しまして，生涯学習・子育て支援・スポーツ増進機能等を併せ持つ複合施設

とすることで，幅広い年齢層が集い，地域コミュニティの向上を図るもので

ございます。次に，「生涯学習・青少年育成」として，これまで主に海田東

公民館で活動してきた方々に加え，新たに始めてみようと思えるようなより

良い環境での活動の場とするものです。次に「子育て支援」として，様々な

相談ができ，子どもと親が快適に活動できる場とするものでございます。次

に「健康増進・スポーツ推進」として，地域の幅広い年齢層の方々が身体を

動かし，リフレッシュや健康増進，トレーニングなどの実施や拠点となる場

とするものでございます。次に「防災」として，災害時に地域の方々が安心

して避難ができ，庁舎が被災した際の代替機能を有するものでございます。

最後に７ページを御覧ください。地区拠点施設整備によって推進する「第５

次海田町総合計画」の関連項目でございます。７つの施策の大綱の記載の項

目について，地区拠点施設の整備によって推進していこうとするものでござ

います。以上で資料の説明を終わります。どうぞ，よろしくお願いいたしま

す。 
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〇町長（西田）はい。それでは，海田町全体の人口動態を含めた環境の変化

が確認をとれたと思いますし，学校側は ICT ですね。特に，ＧＩＧＡスクー

ルに基づく電子黒板ですね。それの成果をしっかりと今，出していただいて，

それから，学校の拠点整備としては，東小学校が中心となって進んでいかな

いといけないという話がございます。それらを受けて，今度は海田町全体で

まちづくりをどうすべきか，第５次総合計画に基づき海田町の都市計画マス

タープランそれから，立地適正化計画，国土強靱化計画といった計画の下部

にその地区拠点の計画を進めてきているという紹介がございました。それら

を，総合的な判断の中に皆様の御意見をいただければと思っておりますので，

ここからは，皆様の御意見をしっかり頂戴したいと思いますのでよろしくお

願いします。今の説明の中でも疑問の点があれば質問していただければと思

います。 

〇委員（米丸）東の地区で言うと今の小学校にしても公民館にしても，特に

民館は低い土地にあります。既存の災害の避難場所としたときには，活用で

きないですよね。そうなったときに，やはりあちらの地区というか，一体整

備が必要だと思います。東小もかなり古いですし，そうなってくるとあの場

に建て替えるのか，改修するのか，他の道を選ぶのか。私としては，東小，

今どんどん児童もタブレットなど色々なものあるし，教室を見に行っても，

かなり窮屈な状況ですから，要は，外ばかり改築しても実際の中身としては

変わらないので，それでいくのであれば，そこは思い切って小学校単体とい

う意味合いではなく公民館も含めて，防災も含めた，総合的なところに含め

たもので建て替えるのも検討する必要があるんじゃないかと。特に今人口統
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計をみたときにすごく東の地区が０歳児とか多いですからとそういう意味で

いけば，やはり十分整備して，今のひまわりプラザにしても西地区ですから，

なかなか新たに住民の方にしては馴染みのない，両方に視点を合わせてそう

いう整備を含めていけば，まだ魅力のあるまちづくりはできるのではないか

と思います。 

〇町長（西田）回答をお願いします。 

〇企画部長（鶴岡）企画部長，鶴岡でございます。よろしくお願いいたしま

す。只今の貴重な御意見をいただきまして，ありがとうございます。やはり，

東部地区の拠点ですので場所的にみると，１ページ目の下の紫色で四角く囲

ってありますけど，地区拠点は色々な企業も集まって便利のいいところとい

う設定をしておりますので，この中に入るのが一番良いだろうと思っており

ます。それと普段使いとして良い場所で，あとはやはり今の御意見をいただ

きましたし，災害時に避難場所になるようなことを想定する必要があろうか

と思います。そうなると，この辺になると土砂災害からはちょっと離れた場

所になるのかなと思いますけども，毎年起きるような内水氾濫もあるでしょ

うし，瀬野川の氾濫のことも想定する必要があるかと思います。また，南海

トラフ地震で大津波が来るということも心配されておりますし，最近出てき

たのが台風による高潮がですね，大きな浸水を想定されておりますので，そ

の辺も考慮する必要があるかと思います。あとは，併せて必要なのはそうい

った事態の時に地域の方々にどの道を通ってそこの施設まで避難をしていた

だくかをどのように想定をするか。かつ普段で便利の良いところ，ちょっと

我儘になろうかと思いますが，そういったところを考慮しながらどこに建て
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るのが望ましいのか。こういったことを十分検討していきたいと考えており

ます。重ねてになりますけれども貴重な御意見をありがとうございました。 

〇町長（西田）今年の３月に東広島バイパスが開通します。神戸の震災の時

には道路の高架橋が倒れましたが，東広島バイパスは，それに耐えうるだけ

の設計においてつくられたものですから，その活用もちゃんと今から，町と

しては考えないといけないということを総合的に考えながら実施していると

ころですので，もう少し深掘りがあるのでしたらまた，説明してもらえばよ

ろしいかと思います。それでは，大野さんの方からどうですか。 

〇教育委員（大野）はい。地域拠点施設の機能の方向性ということで説明い

ただいたのですが，いくつか項目があると思うのですが，大切に一つ一つ人

の暮らしを豊かにするというか，海田町に住む方々の人の暮らしを豊かにす

るという点で考えていただいていることがあるなと思っています。人を大切

にする，人の暮らしを豊かにする環境づくりを行うということは，とても大

切なことだと思うのです。これから人口が増えていきます。子育ても必要だ

と思います。そして高齢の方もいらっしゃるだろうし，またいろんな世代の

方と一緒になって健康を増進していく，スポーツ推進は凄くいい事だと思い

ます。ただ，この東部地区で心配するのは，まず公共施設の老朽化だと思い

ます。それを何とかして考えなければいけないというのも，その東部の人た

ちが，あるいは東部以外の人達が「行ってみたい」，あそこはこういうこと

があるっていう魅力をつくるということも一つ大切なんではないかと思うの

が一点と，もう一つは，やはり子どもが育つ環境というものも大切にされる

ということが出るんじゃないかと思います。健康づくり，子どもが育つとい
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うその視点から人々の暮らしっていう視点で認めていただければいいかなと

思うんですが，先ほどの米丸委員さんが言われた海田東小学校と公民館って

いうところで，一緒に考えていくのはどうかというのは言われたんですが，

それも一つの考え方だなと，私自身も思っています。というのは，子どもた

ちがいろんな経験を積んでいくときに，いろんなことを経験された方々から，

いろいろ学ぶ場を，話をする場とか，ふれあいの場を持つっていうことは，

とても成長に大切なことだろうと思いますのでそういう風に物事を考えて施

設とかも考えていただけるとありがたいし，せっかくふるさと館がある，図

書館がある，東小，公民館が点々としているのをどう繋げるのかも考えなが

ら，この東部地区を考えていくというのはすごい大切なことじゃないかと思

います。もう一点防災のことも，先ほど回答していただいたんですけども，

ちょっといろんな面で防災については，考えていかないと避難する場所をつ

くると簡単に言ってもなかなかどういうものが良いかということを，いろん

なところで学び，そして考えていかないと，お車も洪水が起こったという状

態も考えられると思うのですね，海田町も。だから，いろんなことを考えな

がらこの総合的な拠点づくりというものを考えていかないといけない。大切

なことだなっていうふうに改めて思いました。意見がまとまらなくて申し訳

なかったのですが。 

〇町長（西田）今の質問についてですがどうでしょうか。 

〇企画部長（鶴岡）引き続きまして，貴重な御意見をありがとうございます。

公共施設の整備になりますと，既存の老朽化施設をどのように解決に繋げて

いくのかというのが一つ重要な項目になるかと思います。それとちょうど海
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田東公民館もですし，海田東小学校もですし，近くにありますのでそれらを

どのように連携していくのか，というのが重要でもあるかと思います。近く

にあって連携することで地域の方々のより学校に目が行くといったようなこ

ともあると思いますし，子どもたちも，例えば学校卒業しても引き続きそこ

の施設を活用するといったようなことも重要なことではないかと思います。

今いただいた後意見は貴重なことだと思います。それと防災の面でいいます

と，やはり海田町というのは浸水が心配な地域であります。今ちょうど，新

庁舎を整備しておりますけど，どちらかというと浸水の心配される地域にあ

るのかなと思いますので，東部地区になりますと，新庁舎より少し有利なと

こにあるのかなと思います。ですので，施設にも新庁舎の代替機能というの

もございましたけども，新庁舎は当然，防災の方は十分配慮した建物になっ

ていますけども，それが何かがあったときには地区拠点，新しく建てる施設

が代替の施設として活用できるようなことも，想定をしながら考えていく必

要があるかと思います。非常に大きい重たい御提案だとは思っておりますの

で，十分検討が必要だと思いますけども，貴重な観点だと認識をしておりま

す。ありがとうございます。 

〇町長（西田）世代間交流の教育の在り方について説明をお願いします。 

〇教育次長（森山）教育について言いますと，やはり小学生と高齢者であっ

たり，地域の方々と交流であったりと，現在も例えばとなりにある施設に子

どもたちが福祉の教育の学習の関係で行かせていただいたり，公民館に関連

の方を招いてゲストティーチャーとして習ったり，地域の畑の方に行かせて

いただいたりと現在も行われております。それが施設を統合したり連携する
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ことによってより円滑に効果的に行えることが今後更に推進していくことに

なっていくと思いますので，その視点を踏まえて，町長部局と連携しながら

検討していきたいと考えております。 

〇町長（西田）不安材料は出ているわけですね。要するに，世代間の交流の

話と施設の交流の話，ネットワークの話と防災の話が今，出たわけですから

そこらをきっちりと受け止めて，進めていかないといけない。最後の台風の

ところを言わせてもらいますが，防潮堤については良い結果が出てきていま

す。防潮堤ができるように，今年推進されるようになってきました。広島県

さんも計画を作成していただきましたし，国もそれを進めていただいていま

すから，そこらが両方ハード面の対策と逃げるとか逃げ道とか避難場所とか

そういったところをしっかり議論しながら，両方がうまく効果的に現れるよ

うなまちづくりにするというようなとこを検討する。そこらを随時進めてい

きたいと思います。佐々木委員さんどうでしょうか。 

〇委員（佐々木）私は海田町が非常に狭い町なので，一極集中の方向だなと，

今まで不満はいっぱいあったんだけど，そういうとらえ方をしてきました。

この度，東地区に拠点をできるということで，長生きしようかと思いが変わ

ってきたんですね。一昨日暮らしの便利帳というのを使って，ちょっともう

一回確認をしてから行動を起こそうと思って，ページをめくっていきました。

どの分野のマップを見ても東地区はなにもないんですよ。この度，非常に嬉

しいクーポン券をいただいたんですけど，私が住んでる地域で使えるところ

がない。いまだにまだ一枚も使わずに持っているんですけど，期限が今月い

っぱいなので頑張って海田町を走り回ろうかというぐらい東の地域というの
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は，暮しの面において非常に困難なところが多々ございます。この先に東地

区，南地区がそういう課題を解決していくまちづくりに方向が流れていくと

いうのは住民にとっては非常に幸せなこの生活が展開できるということで期

待をしております。前日，中国新聞に海田町にもう一つ駅ができるというこ

とで，私の地域では，話が盛り上がっているのですけど，言われるのは，

佐々木さんは，立ち退きだって言われるんですね。私は駅ができたら JR の

切符を買ってあちこち動けるなという望みを持っているんですけど，立ち退

きを言われたら切符を買うまでに私は家のことを考えないといけない。夢が

あってこんな家に今度は住みたい，自分で設計図を書いてみようかなってい

うぐらいの気持ちで今，海田町の動きに期待を，わくわくしながら待ってい

るひとりです。とにかく町の人が公共施設を使いながら元気を出していく。

そんな今後の海田町の姿が非常に楽しみになっております。どうぞよろしく

お願いいたします。 

〇町長（西田）はい，企画部長から回答をどうぞ。 

〇企画部長（鶴岡）海田市駅周辺の中心拠点と今回考えている地区拠点。町

内に２つの拠点をつくる。それを繋ぐということで，海田町の幅広い範囲に

いろんなサービスを提供していきたい。という基本的な考えがございますの

で，これまで東部地域の方々には色んな不満もあったかと思うのですが，そ

れが解消される一つになるのではないかと思います。総合計画をつくる時も

そうですし，この度の地区拠点をつくるときにその住民アンケートを実施し

てですね，この地区に何が足りないのかという中で，やはりお店というか，

買い物をするところが近くにないという意見を多くいただいております。こ
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の度の地区拠点の目指すところとしては，暮しやすさが実感できる。暮らし

やすさのために整備をするということになりますので，それを目指すための

取組といたしまして，幅広い世代の方々が集まって人々の往来が増えれば，

それを目当てにしたお店も張り付いてくるのではないか。それで暮らしやす

さが良くなれば，この地域に住んでみようと思ってもらえる方も増えるので

はないか。そうすれば，もっと人の往来も増えて，もっとお店とかも進出す

るということが出てくるのではないかという期待も込めてやっております。

今回の地区拠点施設の目標の一つに健康増進ということもございますので，

委員さんも是非，御利用いただきまして健康で長生きをされて，御活躍いた

だければと考えております。どうもありがとうございます。 

〇町長（西田）生涯の流れの中で生まれたら必ず行くところがあるわけです

ね。その間の暮らしを皆さん満足していただいて，「海田町に住んでよかっ

たな」という町をつくらんといけんのですね。その中で，今２軸方式として

ゾーンで広げながら，町全体が繁栄できるような形態を今構築しようという

話をしたと思うのですね。そこらをしっかりと皆さんとで一緒になって，今

の学校教育も含めてやっていかないといけないという所で，御理解していた

だければと思います。 

〇委員（林）関わりということを大事にしないといけないなと一つ思いまし

た。人口が増えていると言うことで一戸建てが増えている。ここへ家を求め

て，三迫などの団地。そういう人たちにとって初めて住まう，海田町に縁が

あってそこに住まう方もいるかもしれませんけども，初めてここに来られた

人になると，関わりっていうのが中々持ちにくい。そういうときに，どこへ



 

17 

尋ねていったらいいか，どういう所で買い物したらいいのか，シンボル的な

のが拠点が地域としてできるかな。それが，海田東小学校と海田東公民館と

いう建て替えの時期に来ている。まず考えるのが一緒になって関わりを生む

ような施設というのができるなと。私がずっと考えるているのは，都市部で

多かった，土地が狭小なので学校と教育施設と生涯学習の施設と福祉の施設

などそういう様な複合型の施設が，１９９０年代ごろから増えて，そのメリ

ット・デメリットをちょっとまだ確かめてはないんですけれど，そういう視

点から見たときに学校教育の拠点があそこにあると，未就学から小学校中学

校その子どもたちと親の世代，公民館がそこにあると中高生の利用が非常に

少ないんだけど，年配の高齢者たちの学ぶことに繋がってく。関わりがうま

く生まれていくと，人との関わりが出てくるのかなと，そしたら顔見知りが

増えてくるし，そこだけではなくて各地域とか色んなとこに出かけたととき

に，そういうものが，関わりが生まれてくるのかなと思ったりもします。そ

ういう様なものを生むような施設を整備してほしい。そういう様なことがま

た，防災，いろんなものをこう欲張ってはいけないのかもしれないが欲張れ

るようなものになってくるのではないかと感じました。そういう意味では，

小学校，東小学校は待った無しの状況で，公民館はもう少し待てるかもしれ

ないが，単体でやるよりは，一緒になってやる。それから広島県の木材の活

用。そういうシンボル的なもの，織田幹雄スクエアができて自慢なもの庁舎

が新しくなってここからまた，すごいものを建てて，海田町凄いねっていう

興味もみてきてくれるのかなと思いますし，総合公園へ行く道が整備できて

いけば，避難路のこともありますけども，主要道路になって拠点にしながら
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ふるさと館や砂防ダムから学びができるのではないか。拠点では，行く所で

あり，憩いの場であり，学ぶ場であるとちょっと夢をみたいなと。人をつな

ぐような 

施設になるといいなと思います。学校というのは地域での学校つくり。おそ

らくコミュニティスクールとなると思います。もう一つの地域の協力活動，

生涯学習の方はその２つが合体しないとうまくいかないだろうから，そうい

う意味で一緒になって考えていけるような地域づくり，学校づくりというの

を含めてまちづくりが進むといいなと思ってます。考えてみると，駅を挟ん

で北側の織田幹雄スクエア，南の庁舎と海田東の地区拠点で三角形ができる

ような。瀬野川と山陽本線っていうのは，少し分断するような恰好になって

いるので３拠点と言われるぐらいな感じで，海田町も色んな地域の特性を生

かせるのかなと思います。 

○町長（西田）学校教育，社会教育，生涯学習とまさに今話があったと思う

んですが，答えてください。 

○企画部長（鶴岡）本日は色々と御意見をいただきましたけども，最後まと

めていただいたような，御意見だったと大変感謝しております。ありがとう

ございます。本日企画の方から出させていただきました，資料の５ページに

ですね。地区拠点施設の機能のイメージという所を，図式化したものを御提

供させていただいておりますけども，やはりここで目指すのは，様々な機能

がございますけれども世代ごとに求めている機能を一つに集めることで，幅

広い世代の方が集まって，そこで地域のコミュニティの形成を目指していき

たいという所でございます。今ご指摘があったように，東部地域の人口増え
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ていますけども，やはり海田にゆかりのない方や海田に越してこられた方っ

ていうのも，たくさん来られると思います。そういった方々が，地域のコミ

ュニティに参加されて，海田町のこれまでの取組に溶け込んでいって，地域

がコミュニティが活性するということが，日々の暮らしの暮らしやすさにも

繋がっていくでしょうし，いざという時の災害時の助け合いといったことに

も，繋がっていくんだろうと思います。せっかくこういう立派な施設という

か大きな夢をもった施設をつくりますので，今言われたようなシンボリック

なことも考えてみてもいいのかなと思いますので，バイパスからも見えます

し，近くに町道も通って，三迫川の河川敷もあればそこから瀬野川の河川敷

にも繋がりますし，総合公園にも繋がっておりますので，そこを拠点にして

東部地域。海田の中心拠点の方もですけども，アクセスのいい場所になろう

かと思いますので，そういったことを考慮しながら検討してまいりたいと考

えております。どうもありがとうございます。 

○町長（西田）先ほど三角形と言われましたが，四角形です。新畝橋ができ

ますから，ちゃんと防災関係の避難路も含めて，ちゃんと四角形になります

から，東西南北全部が交流できるようなシンボリックな形になります。 

○教育長（佐々木）毎月，教育委員会議を行い，今日は教育委員会議の流れ

で総合教育会議を行っている形になりますけども，毎月会議を行い，日々色

んな研究会で皆さんと顔を合わせたり，連絡をずっととりあっています。そ

の中で，子どもたちの実態というところは一番弱いところですが，まちづく

りの良さでもありますし，逆に弱点を示しているわけです。子どもの姿は，

ある意味で大人の姿で，それが出てくるのが子どもなんです。そういったこ
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とを常に我々は，教育委員会会議で話し合って，子どもの今の置かれている

現状を話し合って，そういった意味で今日まちづくりのことがあるから御意

見をいただいたのではなくて，常日頃からそんなことを我々は，教育委員の

中で話し合っているということも御理解いただきたい。今日この会議だから，

こういう意見を持ったのではなく，常日頃からずっとこういう意見を持ちな

がらここに立っているというのを御理解いただきたいと思います。以上です。 

○町長（西田）最後に総合教育会議ですから，基本的には教育，学校教育，

それから社会教育，それから生涯学習教育とあるわけですね。その辺の要す

るに，システムを動かそうとするマネジメントを一番私が気にしているのは，

やっぱり要望が色んな形で出てきますから，その中に分断ということが起き

たらまずいと考えている。親は当然子のことを思う。子は親のことを思う。

よく昔から「自分が行くところを考えなさいよ」「自分が生きてきたこと考

えなさいよ」というお話があると思うんですね。だから，それを皆様で情報

を共有して「じゃあ，こういう町にしようじゃないか」というところを構築

していかないと思っておるんです。それを今のこの教育分野の中で，社会教

育，学校教育，社会教育，生涯学習教育。そういったところに，どのように

皆さんが関わっていただくか，その為にはハード全体のマネジメントをしな

いといけないということで，今日はこういう形態でお話させていただいてお

りますし，DX もしっかり紹介しておりますし，ICT を入れてからの効果があ

ったことも紹介させてもらいましたし，まだまだ課題があるので，どんどん

頑張っていく。頑張っていくことで，そういったところで，海田町も色んな

意味で将来をしっかり期待できる町になるように一緒に構築していきたいと
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思います。意見がだいたい出尽くしたと伺いますので，この辺で締めさせて

いただきたいと思いますが，よろしいですかね。では，事務局に戻します。 

○事務局（企画課長 藤原）どうもありがとうございました。本日は有意義

な意見交換をしていただきましてありがとうございます。これからも町長部

局と教育委員会とで連携し，海田町の教育が良い方向に進むように努めてま

いりたいと考えておりますので，よろしくお願いいたします。本日は，あり

がとうございました。 


